
 

             

令和 3年 11 月 24 日 

 

令和３年 高山市観光客入込み者数について 

 

令和３年１０月の観光客の動向は、緊急事態宣言の解除や、岐阜県による旅行需要 

の喚起に向けた施策などにより、前月までと比べ著しい回復傾向が見られます。 

令和３年１月～１０月の観光客入込み者数は、１，４８２，０００人と推計され、 

対前年比で１９．１９％の減少となっています。 

 

１ 令和３年１０月の観光客入込み者数 

  ３１６，０００人 （対前年同月比 ５３，０００人減、△１４．３６％） 

令和３年１月～１０月までの観光客入込み者数 

１，４８２，０００人 （対前年比 ３５２，０００人減、△１９．１９％） 

 

【参考：月別の観光客入込み者数の推移】             （単位：人） 

 
令和 3年 令和 2年 対前年比 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

1 月 68,000 68,000 439,000 439,000 △84.51％ △84.51％ 

2 月 73,000  141,000 241,000 680,000 △69.71％ △79.26％ 

3 月 131,000 272,000 133,000 813,000 △1.5％ △66.54％ 

4 月 124,000 396,000  47,000 860,000 263.83％ △53.95％ 

5 月 128,000 524,000  19,000 879,000 673.68％ △40.39％ 

6 月 91,000 615,000  75,000 954,000 121.33％ △35.53％ 

7 月 191,000  806,000 86,000 1,040,000 222.09％ △22.50％ 

8 月 211,000 1,017,000 198,000 1,238,000 106.57％ △17.85％ 

9 月 149,000 1,166,000 227,000 1,465,000 △34.36％ △20.41％ 

10 月 316,000 1,482,000 369,000 1,834,000 △14.36％ △19.19％ 

   

※岐阜県に対する国の緊急事態措置等の発令状況（令和 3年度） 

    5 月 9 日～6月 20 日  まん延防止等重点措置 

    8 月 20 日～8月 27 日   まん延防止等重点措置 

    8 月 27 日～9月 30 日  緊急事態措置 

 

 

 

 

 

 
記者会見資料③ 



２ 誘客の取り組み  

    市では、観光需要の回復を見据えて、以下の取り組みを進めています。  

   （各事業の詳細は、飛騨高山観光公式サイト等で紹介しています。） 

 

〇「わくわく体験! 飛騨高山」  

    １２月 1 日より、高山市内の登録宿泊施設に宿泊する方に対して、市内の登録体験

メニューを利用した際に使用できる体験クーポンを一人につき３，０００円分（外国

人は６，０００円分）交付します。（令和４年３月１２日の宿泊及び翌３月１３日の

使用まで対象）  

    現在、登録宿泊施設７９施設、体験メニュー８０プログラムが登録されており、今

後も順次拡大を図っていきます。  

    

〇「飛騨高山教育旅行クーポン」  

    高山市内に宿泊する教育旅行を実施する学校等に在籍する学生及び引率者に対して

市内の観光施設、飲食店、土産物店等で使用できるクーポンを一人につき１，０００

円分交付しています。（令和４年２月２８日の宿泊まで対象）  

    ８月１日から実施し、緊急事態宣言となった期間はサービスを停止しましたが、   

１０月１日から再開し、現在１０８校、１０，３４８人にご利用いただいています。  

 

○宿泊助成キャンペーン等の実施  

    現在、高山市産業団体等消費活性化策支援事業補助金を活用し、市内の旅館組合等

が宿泊助成キャンペーン、各種イベントを実施しています。  

    現在、１６団体が上記補助金を活用しています。（総額６，５７３万円補助予定）  

 

３ ＡＩカメラ（古い町並）による人流計測結果 

市では、データに基づく現状分析や政策形成を進めるため、古い町並と駅前の観光

案内所にＡＩカメラを設置し、性別や年齢を含む人流量の把握・分析を実施していま

す。（詳細別紙） 

・古い町並の入込みは前年度の８割まで回復 （５～１０月 対前年比 ８０．６％） 

・ＧｏＴｏキャンペーンの影響や国内感染状況により、９月の落ち込みが大きい 

（対前年比 ３４．７％） 

 

※その他、名古屋大学等との連携による実証実験として商店街など５カ所にもＡＩカ

メラ（７台）を設置し、関係者を対象としたワークショップを開催し計測結果を共

有するなど、データを分析活用したまちづくりに努めています。 

問合先（観光統計、誘客に関すること） 

担当課 飛騨高山プロモーション戦略部 観光課 

課長           清水 浩一 

係名   企画・経営係、誘客戦略係 

係長 下木戸 健二、田中 一樹 

連絡先   電話（直通 0577-35-3145） 

（内線 2209、2217） 

問合先（ＡＩ計測に関すること） 

担当課 総務部 行政経営課 

課長           前田 研治 

係名   行政経営係 

係長 山田 雅彦 

連絡先   電話（直通 0577-35-3040） 

（内線 2477） 


